
農林水産省ODA予算の概要 【令和４年度予算概算決定額 2,554（ 2,599 ）百万円】

国際機関等と連携して、持続可能な食料システムの転換に対応するための取組を推進します。また、我が国の知見や技術を活用して、
飢餓・貧困、栄養改善、気候変動等の地球規模課題への対応や、途上国におけるフードバリューチェーン構築等に取り組みます。

・ 世界には約７億人に及ぶ飢餓人口が存在する中で、気候変動のような地球規模課題等の食料供給の不安定化要因が増していく
ことが予想されるところ、新型コロナウイルス感染症の蔓延によりそのリスクは更に増大。

・ 途上国の農業生産性及び農村所得の向上のためには、農産物の生産・加工・流通・消費に至るフードバリューチェーンの構築が重要。
・ 我が国の知見や技術を活用し、こうした生産性向上やフードバリューチェン構築、国際的なルール形成に貢献することを通じ、経済成
長が見込まれるアジア・アフリカ地域及び太平洋島嶼国との良好な関係を構築するとともに、我が国企業のビジネス展開にも寄与。

●持続可能な食料システムの構築に向けたデジタル分野等の知見を活用した分析・調査を実施します。
●途上国において我が国のスマート農業技術を元にした実証等を支援します。
●途上国における持続可能な原材料の生産につながる取組を実施します。

地球規模課題対応等
への対応

●アフリカの栄養改善のため、栄養強化品種等の開発や栄養に関する基礎的な知識の向上を図る活動を推進します。
●世界的な越境性動物疾病対策のまん延防止対策及び薬剤耐性菌対策を推進します。
●東南アジアにおける大規模災害に備え緊急米の備蓄を推進します。
●途上国の農家が実施可能で、農業環境変化に適応した持続可能な農業栽培技術等を開発します。
●気候変動対策として、途上国における民間企業等の森林減少・劣化を抑制する活動や山地流域での地域強靭化の
ための森林の保全・利活用、木材生産国における木材利用拡大等を推進します。

●太平洋島嶼国等に対して水産分野の産業育成やカーボンニュートラルに関する支援等を推進します。

食産業の海外展開
への対応

●我が国の有する技術やノウハウを最大限に活用し、海外における強靭なフードバリューチェーン構築に取り組みます。
●優良品種の現地への導入や農業生産技術の指導・普及等を実施・支援します。
●現地の食産業の担い手育成、植物の新品種が国際水準で保護される環境の整備、食品規格等の国際基準調和
等を通じてビジネス環境を整備することにより、我が国食産業の海外展開支援にも貢献します。

［お問い合わせ先］輸出国際局 国際地域課 参事官（新興地域担当）室（03-3502-5913）

課題/背景

持続可能な食料システム
転換への対応
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